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産業革命を核とした「大項目 B. 近代化と私たち」の授業計画 
―生徒の「当たり前の問い直し」と「歴史的思考力養成」を目指して― 

 

高橋 毅 

 

 

はじめに 

 

 本稿では、「歴史総合」の理念を踏まえた「産業革命」を題材とした授業計画を提示

する。先にお断りしておくならば、本稿で提示した授業計画案は、「歴史総合」という

科目の理念（歴史の「構築性」や「テーマ史」）を挑戦的に反映しようとしたものの、

報告者の技量不足により、その「理想」を十分に表現できたとは言い難く、不完全なも

のとなっている。この授業計画案を叩き台にして、より良いものを作っていただければ

幸いである。 

本稿が授業の素材として選定したのは、『歴史総合をつむぐ』の「⑤産業革命」の「産

業革命はなぜ『革命』と呼ばれるのか」（長谷川貴彦）と「時間認識の変化」（橋本毅彦）

である 52。また、文章中心のこれらのネタ本を補足する教材として、『資料と問いから

考える歴史総合』も適宜使用した 53。以下では主として参考にした章の内容を概観した

上で、授業計画・授業構成に移りたい。 

 

単元計画、授業計画の題材と構想 

 

まず長谷川の章は、「産業革命はなぜ『革命』と呼ばれるのか」というタイトルのも

と、「革命」という語が歴史的に構築されてきた過程を整理している。 

長谷川の整理によれば、イギリスの「産業革命」の解釈は、①トインビーによる古典

的見解、②トインビー批判、③「産業革命」の再評価、④修正主義、⑤リハビリテーシ

ョン、⑥「大分岐」論に分けられる 54。 

                                                  
52 長谷川貴彦:「産業革命はなぜ『革命』と呼ばれるのか」、橋本毅彦「時間認識の変化」歴史

学研究会編 2022：『歴史総合をつむぐ ―新しい歴史実践へのいざない―』東京大学出版会、

pp. 65-79。  
53 高校歴史教育研究会編 2022：『資料と問いから考える歴史総合』浜島書店。 
54 以下の文献も参考にした。長谷川貴彦 2012:『産業革命（世界史リブレット）』山川出版社。 
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イギリスにおける「革命」という語は、歴史家アーノルド・トインビーの『英国産業

革命講義』（1884）でイギリス人たちの間に広まることとなった。ここにおける「産業

革命」は、1760 年ごろから 1850 年ごろにかけて古い経済体制が「蒸気機関と力織機の

力強い一撃」によって急激に変化＝断絶するものとして捉えられた（①）。   

その後立ち現れたトインビー批判においては、産業革命の「断絶性」は否定される（②）。

綿工業の領域において 1850 年までに一部が劇的に変化したに過ぎず、経済の諸部門は

実質的に変化していないとされた。しかし第二次世界大戦終結後の復興ブームの中で、

「産業革命」が再評価され、近代化論者（ウォルト・ロストウ）やマルクス主義者（エ

リック・ホブズボーム）によってその「断絶性」が再び強調される（③）。例えば前者

は、産業革命とは工業化に向けた「離陸」の時期であり、その後経済成長が持続された

と主張する。 

しかし 1970 年代〜80 年代ごろからは「英国病」と呼ばれるイギリス経済の衰退を背

景として、修正主義的な見解が登場する（④）。経済史家ニック・クラフツは、19 世紀

初頭のイギリスの国民総生産の成長率や工業生産高の増加率において、「離陸」概念で

示された「急激な変化」というよりは「緩慢な成長」をみてとり、「産業革命不在論」

を唱えた。ここにおいて、成長率という統計的手法は産業革命という複雑な社会現象を

捉えるには不十分であり、成長率の測定自体は重要でないというコンセンサスが生まれ

た。 

その後、産業革命論は経済的成長率の問題から別の領域へ移ることとなる（⑤）。例

えば一連の発明や技術的革新を再評価する研究、有機物依存経済から鉱産物依存経済へ

の劇的変化を「エネルギー革命」とする研究、供給から需要の側面に重心を移して労働

者の心性の変化を「勤勉革命」として描く研究などが、1990 年代までに登場した。 

そしてその後、ケネス・ポメランツの「大分岐」論では、産業革命の断絶性はグロー

バルなレベルで示されることとなった（⑥）。ポメランツによれば、農業の革新、プロ

ト工業化、地域間分業の進展などの近世の経済発展においてはイングランドも中国も共

通の経済発展を遂げていたが、両者ともに「マルサスの罠」（人口増加が食糧生産の増

加の割合を上回る構造）のもとに置かれており発展の限界が訪れる。そうしたアジアと

ヨーロッパの差異を決定づけていく「大分岐」が訪れるのは、偶然にも石炭と海外植民

地という地理的条件を備えたイギリスにおける産業革命の開始であったという。 

 以上のような内容は、1~2 時間の授業であつかうには情報量があまりにも多く、非現

実的な授業計画となってしまう。しかし「産業革命」という「近代化」の一側面を表す
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語の「構築性」を学ぶことは、「歴史総合」でも重要なテーマとなり得るだろう。そこ

でむしろ、内容の膨大さを逆手に取り、主として長谷川の叙述を参考に、「産業革命」

をメインに据えた大項目「B. 近代化と私たち」の授業計画の構想をしてみようと考え

た。 

一方、橋本の章では、「産業革命」をきっかけに生活のレベルで起きた「時間概念」の

形成・変化について書かれている。こちらのテーマは、『資料と問いから考える歴史総

合』では、「時間の誕生」というテーマで「歴史への扉」で扱われている題材である 55。

こちらは「近代化と私たち」で「産業革命」を扱うことを鑑み、事前に「歴史への扉」

で教科書的な説明を「面白い」事例とともに学んでおく準備段階（「扉」）として用いた

い。 

ここで歴史の「構築性」に加えて、「世界の中の日本」をテーマとする「歴史総合」に

おいて必要となるのは、イギリスを「外」から眺める視点や、グローバルな比較史であ

る。そこで上述の長谷川のイギリスにおける革命解釈の変遷を土台にしつつも、フラン

スからはじめてイギリスの産業構造の変化を「革命」と呼んだ人物とされる経済学者ジ

ェローム・アドルフ・ブランキに焦点をあてた 56。長谷川が『歴史総合をつむぐ』で提

示している産業革命の構築性を、フランスの視点を加えることでより多角的に捉えられ

るのではないかと考えたからである。また後述するように、ブランキの著書ではイギリ

スの産業構造の変化をフランスの政治的変革（フランス革命）を引き合いに出しながら

「革命」と表現されており、「市民革命」と「産業革命」という「近代化」を考える上で

重要な二つの革命を絡められる可能性が示されている。よって本稿では、テーマの授業

計画を提示しつつ、ブランキに着目した 1~2 時間の授業案を紹介したい。 

 

 

 

                                                  
55 高校歴史教育研究会編 2022：『資料と問いから考える歴史総合』浜島書店、pp. 14-15。 
56  ブランキへの言及は、『歴史総合をつむぐ』ではなく、同じく長谷川の『世界史リブレット』

にみられる。報告者がブランキの史料の使用を思いついたのは、この『リブレット』の叙述から

である。長谷川は、19 世紀後半のイギリスにおいてフリードリヒ・エンゲルスやアーノルド・

トインビーの著作が登場する以前に、19 世紀の前半にフランスでブランキがイギリスの社会経

済的転換を「産業革命」と表現したことを「興味深い事実」と評している。なお、はじめて「産

業革命」という語を使用されたのは 1799 年のフランス外交官ルイ・ギョーム・オットーによる

ものである。長谷川貴彦、前掲書、p. 7。 
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年間授業計画、単元計画、各授業の内容 

 

 授業計画をつくるにあたり、まずは仮想の年間計画を設定した。「歴史総合」で想定

されている大項目 A~D に、18 世紀以前＝近代化以前の世界を取り扱うテーマ史の「序

章」を加えて、序章に 5 時間、B~D にそれぞれ 15 時間設け、年間合計約 50 時間を想定

した 57。 

 ではこの年間計画のうち、「近代化と私たち」のところにスポットライトをあててい

こう。今回は「産業革命」を核にするということで、長谷川の「タイトル」をかりて、

⓪「産業革命はなぜ『革命』と呼ばれるのか？」を、単元をつらぬく授業者からのクエ

スチョンにした。これに連なる形で、①「『近代化』『革命』とはなにか」、②「『市民革

命』とはなにか」、③「産業革命はいつから生まれたのか」、④「イギリス産業革命はど

ういったところが革命だったのか」、⑤「『生活革命』とはどのようなものか」、⑥日本

にとっての『革命』は何か、⑦「『近代化』『革命』とは何か」という 7 つの授業ごとの

メインクエスチョンを想定している 58。 

 前提として、⓪「産業革命はなぜ「革命」と呼ばれるのか？」という単元を貫く問い

のもと、この授業計画全体を通して想定している授業者の狙いなどを確認したい。その

狙いは、「革命」とは何かを考えることを通して、生徒に歴史の「事実」と「解釈」とを

区別する視角を会得してもらうことである。それを通して、「近代化」という歴史的な

ものの見方考え方を理解してもらいたい。よって本授業計画は「網羅的な知識を身につ

けること」＝「教科書を丸々取り扱うこと」ではなく、歴史の「構築性」を体感しても

らうことを主眼としている。つまり本授業では、あえて詳細な政治史・事件史・文化史

は無視し、「面白さ」と「見方・考え方」を重視している。 

なおそれを鑑みると、教科書はあくまで補助教材として扱い、「辞書」的な役割を与

えるにとどめるのが妥当であろう。そこで教科書は詳細かつ論理的な叙述を心がけてい

るとされる山川出版社の『歴史総合 ―近代から現代へ―』（オレンジの表紙）を使用

                                                  
57 「歴史への扉」「B. 近代化と私たち」以外のところは本報告では取り扱いきれなかったた

め、仮の設定としている。なお、年間授業計画については、以下の文献を参考にした。勝山元

照「新しい世界史教育として『歴史総合』を創る ―「自分の頭で考え、自分の言葉で表現す

る」歴史学習への転換―」小川幸司編著 2021:『岩波講座世界史 01 世界史とは何か』岩波書店 

pp. 307-24。 
58 それぞれの問いごとに、計２時間の授業を行うことを想定している。 
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する 59。また、授業形態については「知識構成型ジグゾー法」と「講義型」授業、調べ

学習などを複合的に用いる。 

 以上を踏まえここからは、ブランキを扱う③を主軸としつつ、①〜⑦の問いのもと行

う予定の授業内容について説明する。 

まず①「『近代化』『革命』とはなにか」という問いのもとでは、生徒の中にある「革

命」という言葉のイメージを引き出すところから始め、それを足がかりに教科書や国語

辞典などで「革命」（アメリカ独立革命、フランス革命、産業革命）をそれぞれ調べて

もらい、各自まとめてもらうこととしている。ここでの目的は「生徒と授業者の足並み

をそろえる」ことにある。「革命」や「近代化」という抽象的な言葉が生徒を「置いて

けぼり」にしないよう、その具体像を掴んでもらうところから始めたい 60。 

 次に②「『市民革命』とはなにか」では、アメリカ独立革命とフランス革命の具体的

な経緯を比較・関連させながら学んでもらう。ここでは全授業で生徒が調べてきた記述

を土台としつつ、授業者が教科書の内容を補足するパートとしたい。なおここでは、大

西洋を超えて「革命」が伝播したという事実を強調したい。次の③のパートにおいて、

ブランキの視点からフランス革命を想起しながら産業革命について考えるからである。 

 そして③「産業革命はいつから生まれたのか」で、ブランキの史料を読解してもらう

（附録参照）。ここでは、「最初に産業革命を『革命』と呼んだ人は、なぜこの言葉を用

いたのか」という問いのもと、ブランキの諸情報を確認したのち、フランスからみたイ

ギリスがどのように映っていたのかを史料から読み取ってもらう。ただしこれらの問い

だけで史料を読み取るのは難しいので、生徒が①〜②の授業でまとめた内容を適宜参照

しながら、授業者が設定した設問に答える形で読解を進めることを意図している。ここ

において、「革命」が事象としてはじめから存在したのではなく、その時代を生きた人々

の解釈のもとで構築されていくことを理解してもらえるようにしたい。 

 ④「イギリス産業革命はどういったところが革命だったのか」では、産業革命におけ

る技術の「革命」的側面を取り扱う。ここでは綿工業、製鉄業、蒸気機関に関する資料

                                                  
59 本企画における現場教員による「実践」と、教員志望学生の「理想」の授業案とを突き合わ

せるという報告内容を鑑み、本稿は「理想」の授業案としての位置付けであるため、あえて生

徒観は設定していない。 

60 「近代化」については⑥で改めて問うため、ここでは「革命」との関連を触れながら授業者

が軽く触れる程度にする。なお、「歴史への扉」で「近代化」と「時間概念の誕生」について取

り扱っている前提のため、生徒たちは「近代化」概念自体にはすでに触れたことのある想定で

ある。 
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（教科書と『資料と問いから考える歴史総合』より授業者が作成 61）を、知識構成型ジ

グゾー法を用いて探究してもらう。そこから、エネルギー革命や交通革命に話をつなげ

たい。 

⑤「『生活革命』とはどのようなものか」では、再度③で用いたブランキの史料を足

がかりにしつつ、産業革命がもたらした「生活革命」について考えてもらう。ここでは

『資料と問いから考える歴史総合』の「近代化」についてのトピック「労働と家族」の

ページと資料群を生徒に読解させ、「近代化」の矛盾について考察してもらいたい。た

だしここでは、授業者が問いを立てるのではなく、「平等・格差」というキーワードを

ヒントに生徒自ら問いを立ててもらう 62。 

ここまで①〜⑤にかけて、ヨーロッパ中心の話になっていた授業の展開を、⑥、⑦で

「世界の中の日本」における出来事として位置付け直せるよう意図している。⑥日本に

とっての「革命」は何かでは、1853 年のマシュー・ペリーによる浦賀来航（黒船は蒸気

船）から産業革命と明治維新を関連づけながら展開する 63。 

そして最後に⑦「『近代化』『革命』とは何か」では、ポメランツの「大分岐」の話を

簡単に紹介して、生徒に「近代化」というのが単一のものではないという発想をもって

もらった状態で、イギリス、日本それぞれの「革命」の意味を考えてもらった上で、最

初の問い、「産業革命はなぜ『革命』と呼ばれるのか」を再度考えてもらう。そうする

ことで、①〜⑥の間に「革命」と「近代化」の理解がどのように変遷したかを生徒自身

にリフレクションしてもらいたい。その際、ケネス・ポメランツの「大分岐」論を授業

冒頭で紹介し、マクロな視座から「革命」の連関をまとめるための足がかりとしたい。 

 

おわりに 

 

 以上、「歴史総合」の理念を踏まえて、「産業革命」を題材に年間計画・単元計画を構

想した。このように、歴史の「構築性」を意識した授業を展開するには、時間調節のた

めにも生徒の「当たり前」を段階的に崩していくためにも、授業目的の明確化と綿密な

                                                  
61 本稿では作成したものを提示するに至らなかったが、『資料と問いから考える歴史総合』

や、参考文献に挙げた教材共有サイト（高大連携歴史教育研究会 HP）の諸実践などを参考に

作成したい。 
62 高校歴史教育研究会編 2022：『資料と問いから考える歴史総合』浜島書店、pp. 32-33。 
63 この授業構想は、以下の動画を参考にした。「3 産業革命と世界経済の変化」(「NHK 高校講

座 歴史総合」)NHK 高校講座 | 歴史総合（最終閲覧 20220818） 

https://www.nhk.or.jp/kokokoza/tv/rekishisougou/
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計画が必要である。その一方で、「歴史的思考力」（歴史的なものの見方考え方）を重要

視した授業の可能性の一端を示せたのではないかと思う。 

論点は、例えば「市民革命」「奴隷貿易」をどこまで扱うかなど、「公共」や「世界史

探究」との差別化をどう考えるか。教材作りの材料（史料や参考文献）を十分に得られ

る環境はあるか 64。生徒の取り組みの評価方法はどのように設定するか、などである。 

 なお本稿で示したかったのは、「歴史総合」という科目の特性上、教科書にのってい

る内容を「網羅」するのではなく、幾つかキーとなる歴史的事象を軸として内容を精選

すれば、「歴史的思考力」（歴史的な見方考え方）養成を十分に目指すことができるので

はないかということである。しかし、本稿では結局のところ「産業革命」という素材の

「膨大さ」に振り回され、時間的な余白のない授業計画になってしまった。フランスの

政治的変動とイギリスの産業構造の転換とを重ねて「革命」と表現したブランキの史料

を結節点として、「市民革命」と「産業革命」とをうまく繋げつつ、「革命」という言葉

の歴史的な「構築性」を示したかった。より効果的な教材を開発するならば、「移動す

る主体」に着目するほうがよかったかもしれない。この点も踏まえ、この授業構想が教

材研究や授業開発の一助となれば幸いである。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  
64 例えば今回使用したブランキ史料は大学の図書館がないと閲覧できないだろう。 
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附録一覧 

＜仮想の年間指導計画＞ 

大項目（＝各単

元） 

中項目 授業者からの問い 

「歴史への扉」 歴史と私たち 

歴史と史資料 

「遅刻の誕生」はいつから？ 

 

序章  「大航海時代」と「大交易時代」の違

いは？（仮） 

 

「近代化と私た

ち」 

近代化への問い 

結びつく世界と日本の開国 

国民国家と明治維新 

近代化と現代的な諸課題 

「近代化」「革命」とはなにか 

「市民革命」とはなにか 

産業革命はいつから「革命」と呼ばれ

たのか 

イギリス産業革命はどういったとこ

ろが「革命」だったのか 

「生活革命」とはどのようなものか 

日本にとっての「革命」はなにか 

「近代化」「革命」とはなにか 

「国際秩序の変

化や大衆化と私

たち」 

国際秩序の変化や大衆化への問い 

第一次世界大戦と大衆社会 

経済危機と第二次世界大戦 

国際秩序の変化や大衆化と現代的な課

題 

 

「大衆」って誰のこと？（仮） 

「グローバル化

と私たち」 

グローバル化への問い 

冷戦と世界経済 

世界秩序の変容と日本 

現代的な諸課題の形成と展望 

 

「グローバル」と「ナショナル」の違

いは？（仮） 
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＜テーマの授業計画表（各２時間ずつを想定）＞ 

 

タイトル 目的 内容と展開の概略 授業・課題の方法 

0. 「『近代化』への

扉」 

・生徒と授業者の足並

みをそろえる 

・「近代化」を学ぶ意義

を考える 

・導入 

発問：「革命」という言

葉をきいたことがあ

るか 

 例：ショパン、大富

豪（トランプ）… 

 

・教科書で「革命」を

調べてみよう 

 アメリカ独立革命 

 フランス革命 

 産業革命 

 

・辞典で「革命」を調

べてみよう 

 

・歴史学者による定義

をみてみよう（『比較

革 命 史 の 新 地 平 よ

り』） 

 

・「革命」とはどういっ

た意味だろう 

講義 

資料読解 

１.「市民革命」とは

なにか 

・「市民革命」とは何か

を学ぶ 

・「国民国家」の形成に

ついて学ぶ 

アメリカ独立革命と

フランス革命を比較 

講義 

教科書読解 

プリント整理（板書） 

 

２. 最初に「革命」と

いう言葉を使った人

は、なぜそのように

ブランキが「革命」とい

う言葉を使った歴史的

背景を知る 

※プリントを提示 講義 

史料読解 
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呼んだのか 

３. イギリス産業革

命はどういったとこ

ろが「革命」だったの

か 

・「三つの技術革新が、

どのような社会の変化

をもたらしたか」を考え

る 

・ブランキの史料と照

らし合わせ、認識の違い

を探る 

・技術革新（綿工業、

製鉄業、蒸気機関）を

それぞれ三班に分か

れ、探究してもらう。 

・エネルギー革命、交

通革命、生活革命に繋

げる。 

知識構成型ジグゾー

法 

４. 「生活革命」とは

どのようなものか 

・「生活革命」がどのよ

うなものだったかを考

える 

 

・ブランキの史料と照

らし合わせる 

・生徒に問いを立てて

もらう/「生活」につい

て 

ヒント：「平等・格差」

というキーワードと、

児童労働や女性の格

差に関する資史料 

児童労働、家父長制、

社会構造の変化（徒弟

制から資本家-労働者

へ） 

  

Google Form やロイロ

ノートで提出・フィー

ドバック 

５. 中間まとめ ・「市民革命」と「産業

革命」とはなにかをまと

める 

・授業者から次の授業

に向けて「日本ではどう

だったのか」という問い

をなげる 

 Google Form やロイロ

ノートで提出・フィー

ドバック 

６. 日本にとっての

「革命」はなにか 

・外国の「革命」の日本

への影響と、日本自体の

「革命」がどのようなも

のだったかを考える 

・「明治維新」は「革命」

だったのかを考える 

・導入 

 ペリーがのってき

たのはどんな船？ 

 ⇨蒸気船 

   

・ペリー来航の目的 
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 鯨油 

 

・日本の「開国」「明治

維新」 

 ⇨「近代化」 

７. まとめ 

 

・ポメランツ「大分岐」

の紹介 

 

・「近代化」を「革命」で

説明してみよう 

 

・日本とヨーロッパ（イ

ギリス）の「近代化」の

共通点は？違いは？ 

 

・これまでの授業でや

ってきたことをまとめ

て知識や思考を体系化

する 
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＜ブランキの史料読解用の授業プリント案（報告者作成）＞ 
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「先行授業案」一覧 

・産業革命（教材共有サイトで「産業革命」と検索） 

佐伯彩:「男にとって女にとって、みんなにとって最もよりよい生き方とは？」 

野々山新:「工業化の進展は私たちの生活を豊かにしたんじゃなかったの？」 

佐伯圭祐:「資本主義はなぜ・どのように拡大するのか？」 

武井寛太:「産業革命は“人々”に豊かさを与えたのだろうか？」 

大橋康一:「産業革命と印象派」  

武井寛太:「なぜ産業革命以前は中国の方がイギリスより経済的に繁栄していたの

か？」 

武井寛太:「産業革命は人々を“どの程度”豊かにしたと語るべきか」 

武井寛太:「『日本の産業革命は短期間で達成！近代化・発展スゴい！』の語りで良い

の？」 

佐伯圭祐:「産業革命によって、人は『幸せ』になったのか」 

佐伯圭祐:「『産業革命に成功した明治日本』で、『貧乏』は個人の責任だったのか」 

※「教材共有サイト 2.0：高大連携歴史教育研究会」より。https://kodai-kyozai2.org 

(20230127 最終閲覧) 
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